

























2の産出量を Ql，Q2とし，財の価格を Dとする。また市場需要関数を ρ
=!(Q)(Q=Ql十 Q2)で表わす。さらに両企業の費用関数を C1=C1(Ql)， 
C2= C2(Q2)とすると，手IJi閏はそれぞれ
π1=ρQl -C1 (Ql) 
π2=仰 2- C2(Q2) 
と表わすことができる。このとき利潤最大化条件はそれぞれ
98 
互 1= h1(ql' の)=1+ 1'(1+坐~) ql - Ci (ql) = 0 dql '~l' lJ" ':1.':1 .1 I .1 ，. I dql (1) 
互主主 =h2(ql， q2) = 1+ 1'( 1 +血)q2 -Cz (q2) = 0 (2) 'q2-U¥Cf  Cf j-jTj ¥.1 IdqlCf V2¥Cf  
となる。ここで l'= ol / oQ， Ci (qi) = dCi(qi) / dqi(iニ 1， 2)である。ク
ールノーの場合推測的変化 dq2/dqlおよび dql/dq2はゼロであるから， (1)， 
(2)は




























き一 (ah2/aq1)/(ah2/ aq2)と一致させるのである。したがって先導企業 1
の反応関数は
与= h1(qr， の)= f + j'( 1 +ρ21 (q1' 白)) q1 -Ci = 0 (5) 
Ulf1 


















線型関数として，Q=q1+q2， q= (qr， q2) > 0に対して
100 
P = f(q) = f(Q) > 0 
と表わされるものとし，ある q1>0， q2> 0に対して
f(qh 0) > 0， f( 0， q2) > 0 
とする。 さらに需要曲線は右下りすなわち





cμi)ニ CiO+ Ci1 qi + Ci2 ql /2 
Cil > 0 ， Ci2 > 0， i =1，2 
つぎに i企業の利潤 mを
ぁ=f(q) qi-Ci(qi) 

















sistent Conjectural Equilibrium，略して CCE)は次のように定義される。
定義 CCEは産出量ベクトル♂ =(qt， qt)と推測ベクトル (r12(q1)，
γ'21 (q2) )の組であり， 次の(10)，(1)， (12)をみたす。
2 )需要関数j(q)は(6)より
立L-豆一五。Q aql aq2 
となることに注意しよう。
コンシステントな推測的変化にかんする一考察 101 
qr =ρ1 (qi)， q1=ρ2(qr) 0 















Y21(q2)-L 一 ρ12 02) 
UI.j2 







替財であるとしよう。 そのとき企業 1の利潤 πlは，費用関数を C1(ql)= 
Clql(cl :定数)で表わせば，
π1 = (p-Cl)ql， Cl> 0 
である。クールノーの推測的変化がゼロすなわち 1'12= 1'21 = 0であること
に注意すれば，利潤最大化条件は
与=gl(q) = j(q)+ j'(仇 -Cl= 0 03) 
Ul.jl 
である。 03)式は企業 1の反応を表わしている。この反応関数の傾き 3ρ1(q2) 
/aq2は
坐1(q2)_ a'gl/aq~- _11盆1- l 
















例 2 シュタッケルベルク・モデルの場合，追従企業 2はクールノー企業
と同様に推測的変化ゼロと仮定するので，追従企業の反応関数の傾きは(1日よ
りー1/2である。他方先導企業は追従企業が(15)のままに反応していくと仮定
するので，企業 lの反応関数 gl(q)は YIZニー1/2を考慮すれば，
与=gl(q) = f十f'(1 + YIZ) ql -Cl 
ωlJl 


























t = !(q)=b+d(q1十q2)，b> 0， dくO
と表わすことができる。そこで企業 1， 2の利潤最大化条件はそれぞれ
与 =gl(q) = !+仰向山1-Ci= 0 
ωCJ1 
4手=g2(q) = !+d( 1竹山2-C; = 0 
UCJ2 
であるから，反応関数の傾きは






























ρ12 す q2 乃 l
ρ aρ2(q1) _ 
21ーゴq1 = r12 





































































C~ = f'( 2 +α +l/b) 
C~ = f'( 2 + b + 1/α) 
が得られる。一方(7)より C7?; 0 ( i = 1， 2)， (6)より f'く Oであるから，
2+α +l/bζo ao 
2 + b +1/αζo ~ 













P = f(Q) = /(ql +qz) 














で，かつ偏導関数 of/oqI， of /oqzは任意の ql> 0， qz > 0に対してゼロ
ではないとする。また費用関数 Ciをqiに関して 2階微分可能とし，
Ci = Ci(qi) 
C;(qi) > 0， C;'(qi) > 0， i = 1， 2 






とする。そのとき企業 lおよび 2の利潤最大化条件は i企業の j企業に対
する線型の推測を riJとすれば，
ラ手=gl (qI， q2) =介 1'(1竹山1-C~ = 0 (24) 
UCJl 
42=g2(ql，ω) = f+l'( 1 +1'21)q2-C; = 0ω  
UCJ2 
で与えられる。上記の/およびCに関する仮定および推測の線型性の仮定よ
り，反応関数例)， (25)の傾き Jpl/Jq2' J向 /Jqlは次のように求めることが
できる。
3ρ1ー/+f"( 1 + 1'12)ql 
Jq2 21' + 1'121' + f" ( 1 + 1'12) ql -C~' 
坐2一一 /+ f"( 1 + 1'21)q2 
Jql 21' + 1'211' + f" ( 1 + 1'21) q2一一亡;











C~ = (α+ 1/ b + 2 )1' + (α +l/b+ 1 +α/ b)qlf" > 0 (27) 
C; = (b +1/α+ 2 ) l' + ( b + 1/α+ 1 +b/α) q2f" > 0 (28) 
となる。もちろん任意の ql> 0， qz > 0に対して(27)，(28)を成立させる α b，
fの組は存在しないが，qlとq2の範囲を制限することによってそれらが存
在するケースを次のようにして見い出すことができる。いま A=α+1/b+2，
Bニ A+α/b -1， C = b + 1/α+ 2， D=C+b/α-1 とし， A>  0， 
B>O， C>O， D>Oとしよう 5) このような場合，複占企業が市場のシェ
アを一定以上維持するならば， (27)， (却を成立させる正の a， bと/の組が
存在する。たとえば
ρニ f(Q)=Q-n，n > 0 
5) A， B， C， Dの正負の組み合わせは16通りあり，そのなかで(27)，(28)を成立させる





Ci' = AJ'+Bqt!" = nQ-n-l(-A+(η十l)BqlQ-l)> 0 (29) 
C~ = CJ'十Dqzf"= nQ-n-l( -C+(η+ l)Dqz Q-l) > 0 (30) 
となる。したがって側， (30)が成立するためには，Q-n-l > 0より
-A+(n + 1 )BqlQ-l >0 
-C +( n + 1 )Dqz Q-l > 0 
でなければならない。これより
ql¥ A qz¥C  ‘--• Q/(n+1)B' Q/(η+l)D 
が得られる。とくに α=bしたがって A=B，C=Dの場合には
































h~-l(qh qz)ニ rf+ 1(1十乃l)qZ-C; 1 ~l:: 仁= 0 (31) 
l.- -) qz = q2 
であるとしよう。ここで ql-lは j企業の t-1期の産出量である。企業1は，
t -1業の企業 2の反応が(31)であることを知り期にも企業 2は(31)にした
がって行動するものと考え期における反応を
M(qh qz) = I f+ 1(1 +ρfz) ql -C~ 1 ~l 二 qJ=O
l.- -) qz = qz 
ah~-l/aq 
こで pi2=- 1/ 可
ah~-l/ aql 
に決定する。するとこんどは企業 2は t+ 1期の反応を
h~-l(ql ， の) =r f+ 1(1 +ρ釘1)Q2-Ci)ql=qf::=O
l.- ) qz = qz" 
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